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社会課題が多様かつ複雑化し，国家の対応にも限界があることから，

SDGs 等で示される ESG に関する諸課題の解決に，企業の取組が期待され

ている．SDGs の 17 のゴールを解決しても，生きとし生けるものが幸せに

なれるわけではないかもしれない．それでも SDGs は，取組むべき重要な

課題として，2015 年 9 月に国連で採択された（193 か国が合意した）， 

世界共通の課題ではある． 

企業は今，地球や人類が抱えるこの難題を「潜在マーケット＝機会」と

捉えて，解決に貢献できることがないかと模索している．こうした課題の

解決に，制振工学がどのように寄与できるかを考える時，当社の ESG 推進

の取組が何某かのヒントになれば幸いに思う． 
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１．はじめに 

企業活動がグローバルに拡大してきたこと

に伴い，社会課題は多様かつ複雑化している.

世界はその解決を目指すものの，国家の対応

にも限界があるため， SDGs 等で示される

ESG（環境：Environmental，社会：Social，

ガバナンス：Governance）に関する諸課題へ

企業の取組を期待している． 

では，「社会課題」とは何なのか．SDGs の

17 のゴールを解決すれば，世界中が幸せに

なれるだろうか？必ずしもそうならないかも

しれないが，少なくとも SDGs は取組むべき

重要な課題として，2015 年 9 月に 193 か国

が合意し，国連で採択された，世界の共通 

言語である． 

企業は今，地球や人類が抱えるこの難題を

「潜在マーケット」＝「機会」と捉え，自ら

解決に貢献できることが何かを模索している． 

２．ステークホルダー 

ステークホルダーとは，企業を取巻く利害

関係者であり，株式会社とは，株式を発行し，

集めた財務資本を用いて運営する企業形態の

一種である．従って，株主は，株式会社に

とって重要なステークホルダーといえる． 

しかしながら企業は，財務資本だけ有って

も存続し得ない．従業員，お客様，調達先，

協力会社，地域社会…企業を取巻く，様々な

ステークホルダーによって成り立っている．

企業は，各ステークホルダーの期待（利害）

に応えながら活動を行っている． 

３．社会的価値と経済的価値 

企業が社会課題解決に貢献するためには，

経済価値を生み出す必要がある．然もなくば，


	基調講演表紙原稿 - 三井化学 関口
	１．はじめに
	２．ステークホルダー
	３．社会的価値と経済的価値
	４．価値の可視化
	５．気候変動対応
	６．取組事例
	７．まとめ
	おわりに
	文 献

	20241211 制振工学研究会の技術交流会
	アジェンダ
	スライド 1: 三井化学グループの サステナビリティ推進の取組
	スライド 2

	0. はじめに
	スライド 3: 0. はじめに
	スライド 4: 0. はじめに 言葉の整理　～サステナビリティ・ESG・SDGs・CSR～
	スライド 5: 0. はじめに 企業による価値創造　～ステークホルダーの期待～
	スライド 6: 0. はじめに 社会課題解決と収益拡大
	スライド 7: 0. はじめに 当社のスタンス

	1. 企業紹介
	スライド 8: 1. 企業紹介
	スライド 9: 1. はじめに 企業概要
	スライド 10: 1. はじめに 三井化学創立までの歩みとDNA
	スライド 11: 1. はじめに 変化の歴史
	スライド 12: 1. はじめに 事業概要

	2. サステナビリティマネジメント
	スライド 13: 2. サステナビリティマネジメント
	スライド 14: 2. サステナビリティマネジメント 当社グループのESG推進方針
	スライド 15: 2. サステナビリティマネジメント 長期経営計画
	スライド 16: 2. サステナビリティマネジメント 重要課題　～マテリアリティ～
	スライド 17: 2. サステナビリティマネジメント 2030年に向けた経営目標
	スライド 18: 2. サステナビリティマネジメント ESG推進の考え方　～統合思考経営と企業価値向上～　
	スライド 19: 2. サステナビリティマネジメント 推進体制

	3. 価値の可視化
	スライド 20: 3. 取組事例(1) 価値の可視化
	スライド 21: 3. 取組事例(1) 価値の可視化 これまでの取組
	スライド 22: 3. 取組事例(1) 価値の可視化 製品提供を通じた貢献
	スライド 23: 3. 取組事例(1) 価値の可視化 経営方針と制度の関係
	スライド 24: 3. 取組事例(1) 価値の可視化 制度運営
	スライド 25: 3. 取組事例(1) 価値の可視化 社会課題アプローチ
	スライド 26: 参考 認定製品例
	スライド 27: 参考 社会課題視点の全事業への展開

	4. 気候変動対応
	スライド 28: 4. 取組事例(2) 気候変動対応
	スライド 29: 3. 取組事例(1) 価値の可視化 これまでの取組
	スライド 30: 4. 取組事例(2) 気候変動対応 気候変動対応を考える前に
	スライド 31: 4. 取組事例(2) 気候変動対応 気候変動対応方針
	スライド 32: 4. 取組事例(2) 気候変動対応 カーボンニュートラル戦略
	スライド 33: 4. 取組事例(2) 気候変動対応 戦略① カーボンニュートラルへの道筋
	スライド 34: 4. 取組事例(2) 気候変動対応 戦略① コンビナートの変革
	スライド 35: 4. 取組事例(2) 気候変動対応 戦略② 再生可能資源の使用
	スライド 36: 参考 マスバランス方式 (物質収支方式) とは
	スライド 37: 4. 取組事例(2) 気候変動対応 戦略を後押しする施策　～ブランディング～

	5. おわりに
	スライド 38: 5. おわりに
	スライド 39: 5. おわりに 非接触レジ
	スライド 40: 5. おわりに えきPET吸音材
	スライド 41: 5. おわりに 素材から考えるソリューション MoLp®

	EOF
	スライド 42





